
〇 調査テーマ

〇 調査理由

〇 回答期間
令和5年1月23日（月）から2月5日（日）まで

〇 対象者
箱根町町政モニター　70人

〇 回答者数（回答率）
24人（％）

〇 回答者の基本属性
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令和4年度 箱根町町政モニター第2回アンケート調査結果
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箱根町では、2020年から公式YouTubeチャンネルを開設しており、複数動画を投稿しており
ますが、定期的に投稿するコンテンツがなく、活用しきれていない状況です。今後の活用の
参考とするため、皆さんのご意見のいただきたいと考えていますので、アンケート調査にご
協力をお願いします。

YouTubeについて

　調査概要１
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○ YouTubeの閲覧について（質問［1］,［2］,［3］,［5］）

〇動画配信の強味と興味のあるコンテンツについて（質問4・6）

〇 視聴者数について（質問7）

総論

２ 　調査結果の総論

　［4］動画の情報発信の強みとして、「音声での情報発信が可能であること
（54.2％票）」がこの意見に投じられました。次いで、「流し見（50.0％）」「文
字や写真に比べて情報量が多い（41.7％）」となっています。動画は視覚的な要素
や音声、テキストなどを組み合わせることができるため、情報をより豊かに伝えら
れることが要因になりうると考えられます。
　総じて言えることは、YouTubeの動画は情報量の豊かさ、音声での情報伝達、流し
見など、他の情報媒体にはない独自の強みをもっているということになります。
　［6］箱根町公式YouTubeチャンネルで配信してほしい内容としては、「イベント
の告知や、イベント当日の様子（15票）」がこの項目に投票しました。町のイベン
ト情報やイベントへの参加を促す情報が期待されます。また、「町立観光施設の紹
介（12票）」についても同様に関心を持っていることが分かりました。

　［7］町民の方に箱根町公式YouTubeチャンネルを見ていただくために、どんな工
夫が必要だと思いますか。（自由記入）」に対しては、多角的なアプローチが必要
であり、情報の面白さや興味を引く要素を取り入れることが重要と思われます。ま
た、広報活動や告知を通じてチャンネルの認知度を上げ、定期的な情報発信や継続
的な取組を行う工夫が必要と思われます。

本アンケート調査では、町の公式YouTubeアカウントの運用について、様々なご意見
をいただきました。箱根町公式YouTubeチャンネルは認知度が低く、多くの方が存在
を知らない状況であるため、本アンケート調査を基に運用の参考にさせていただき
ます。

　［1］YouTubeの閲覧頻度では、「毎日見ている（41.7％）」、「よく見ている
（16.7％）」と多くの方が定期的にまたは頻繁に視聴していることが結果から分か
りました。YouTubeは現代の主要なメディアの一つとして位置づけられており、多く
の人々にとって重要な情報源や娯楽の提供元となっていることが、回答から読み取
れます。
　［2］興味のある動画では、YouTubeの利用者は様々な種類の動画に興味を持って
いることが分かりました。音楽や旅行・イベントに関心がある方が多く、ニュース
や政治に関する動画も票数が多くありました。一方で、「ユーチューブ動画配信を
知らなかった」という方は、他のメディアやプラットフォームを利用して情報やエ
ンターテイメントを得ている可能性があります。
　YouTubeは多様な興味や関心を持つ方々にとって魅力的なコンテンツプラット
フォームであることが分かりました。
　［3］一つの動画の適切な長さとしては、「5分から10分程度（54.2％）」という
結果から、多数の方が5分から10分程度の動画を見やすいと感じていることが分かり
ました。また、「5分未満（37.5％）」と短い動画も見やすいされていることが回答
結果から読み取れます。
　［5］箱根町公式YouTubeチャンネルの存在については、ほとんどの方が箱根町に
YouTubeチャンネルがあることを知らなかったと回答しています。一部の方は、箱根
町にYouTubeチャンネルが存在することを知っているもの、実際に見たことがある方
はわずかで、4.15％が「知っていてみたことがある」と回答しています。同じく
4.15％の回答者は、「知っているが実際には見たことがない」と回答しています。
箱根町のYoutubeチャンネルがより多くの方に認知されるために,適切なプロモー
ションや情報発信が必要であることが分かりました。



3 アンケート集計結果
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